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私
の
師
匠
は「
喜
ば

れ
る
こ
と
に
喜
び
を
」

を
座
右
の
銘
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
来
て
い
た

だ
い
た
患
者
さ
ん
が
ず

っ
と
通
っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
目
指
し
て
一
期
一

会
を
大
切
に
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　

聖
書
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
よ

う
に「
自
分
の
し
て
ほ
し
い
こ
と

を
相
手
に
す
る
」
ま
た
論
語
の

中
で
孔
子
が
伝
え
て
い
る
よ
う
に

「
自
分
が
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と

を
他
人
に
す
る
な
」
と
い
う
の
は

人
間
関
係
に
お
け
る
ず
っ
と
変

わ
ら
な
い
黄
金
律
で
す
。

　

医
療
人
と
し
て
自
分
が
で
き
う

る
最
高
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
、自
分
や
自
分
の
家
族

が
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
患
者
さ
ん

に
提
供
す
る
こ
と
を
実
践
す
れ
ば

自
ず
と
喜
ば
れ
る
こ
と
に
繋
が
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。現
代
は「
個

の
時
代
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。ど

の
業
種
で
も
お
客
さ
ん
に
満
足
い

た
だ
く
に
は
一
律
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
対

応
で
は
な
く
、現
場
の
個
々
の
対
応

が
大
切
で
す
。医
療
を
仕
事
に
選

ん
で
い
る
も
の
は
人
に
対
し
て
お
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
意
識
が
強
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。偽
装
や
捏
造
な

ど
の
よ
う
な
信
頼
関
係
を
崩
す
よ

う
な
こ
と
で
は
な
く
人
の
役
に
立

っ
て
い
く
こ
と
が
、自
分
自
身
の
や

り
が
い
に
も
繋
が
り
ま
す
し
、周

り
の
人
の
幸
せ
に
繋
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か（
Ｉ
）

パノラマ

2014年5月号

平
成
二
五
年
度

　

第
三
回
総
会（
通
常
）
H26.3.26

　

三
月
二
六
日
（
水
）
午
後
七

時
三
〇
分
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
社
団
法
人
大
阪
北

区
歯
科
医
師
会
平
成
二
五
年
度

第
三
回
総
会
（
通
常
）
が
開
催

さ
れ
た
。

　

石
崎
好
洋
議
長
、
戎
文
彦
副

議
長
が
着
席
し
定
刻
に
石
崎
議

長
よ
り
開
会
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

西
本
雅
英
常
務
理
事
よ
り
点
呼

の
結
果
発
表
が
あ
り
、
現
会
員

数
一
八
三
名
定
足
数
九
二
名
、

出
席
者
二
七
名
、
書
面
表
決
六

七
名
、
委
任
状
提
出
二
十
三
名
、

合
計
百
十
七
名
で
会
の
成
立
が

報
告
さ
れ
た
。

　

大
塚
俊
裕
副
会
長
に
よ
る
開

会
の
こ
と
ば
の
後
、
議
事
録
署

名
人
に
六
班
渡
辺
道
雄
先
生
、

十
一
班
阪
本
光
伸
先
生
が
指
名

さ
れ
た
。
続
い
て
、
高
麗
誠
紀

会
長
が
挨
拶
さ
れ
た
。

【
会
長
挨
拶
要
旨
】

　
『
こ
れ
ま
で
準
備
を
進
め
て

き
た
法
人
移
行
は
三
月
一
四
日

に
公
益
認
定
等
委
員
会
に
於
い

て
、
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行

が
相
当
と
の
答
申
が
得
ら
れ
、

四
月
一
日
よ
り
当
会
は
「
一
般

社
団
法
人
大
阪
北
区
歯
科
医
師

会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

昨
年
の
四
月
に
多
数
の
歯
科

医
師
会
が
法
人
移
行
す
る
中
、

当
会
は
会
員
各
位
の
ご
理
解
を

頂
き
、
公
益
目
的
財
産
額
を
可

能
な
限
り
減
額
さ
せ
る
た
め
移

行
時
期
を
遅
ら
せ
て
参
り
ま
し

た
。
お
蔭
様
で
公
益
目
的
支
出

計
画
を
短
期
間
に
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
度
よ
り
総
会
開

催
は
六
月
頃
に
決
算
の
承
認
を

求
め
る
総
会
の
年
一
回
と
し
、

今
回
の
よ
う
な
予
算
総
会
は
開

催
致
し
ま
せ
ん
。
理
事
会
に
て

予
算
を
決
定
の
上
、
総
会
で
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
予
算
に

関
す
る
ご
質
問
は
総
会
で
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
四
月
よ
り
班
再
編
成

と
な
り
ま
す
。
班
名
が
変
わ
り

ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　

新
法
人
移
行
後
も
執
行
部
一

丸
と
な
っ
て
会
務
を
執
行
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
指

導
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
』

　

報
告
事
項
に
移
り
、
最
初
に

新
入
会
員
の
中
西
秀
郎
先
生
が

紹
介
さ
れ
、
物
故
会
員
お
よ
び

物
故
家
族
に
対
し
弔
慰
黙
祷
が

行
わ
れ
た
。
続
い
て
平
成
二
五

年
度
会
務
中
間
報
告
が
佐
々
木

裕
専
務
理
事
よ
り
、
平
成
二
五

年
度
会
計
中
間
報
告
が
森
川
裕

理
事
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

次
に
第
二
百
二
十
三
回
府
歯

代
議
員
会
な
ら
び
に
第
一
七
五

回
日
歯
臨
時
代
議
員
会
報
告
が
、

天
羽
隆
代
議
員
よ
り
な
さ
れ
た
。

　

議
事
に
移
り
、
第
一
号
議
案

二
〇
一
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）
、

第
二
号
議
案
二
〇
一
四
年
度
収

支
予
算
（
案
）
の
提
案
理
由
を

佐
々
木
専
務
理
事
が
説
明
し
、

そ
れ
ぞ
れ
出
席
者
全
員
の
挙
手

に
よ
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
野
口
秀
夫
副
会
長
の

閉
会
の
こ
と
ば
、
石
崎
議
長
の

閉
会
宣
言
に
よ
り
閉
会
と
な

っ
た
。

　

続
い
て
、
大
阪
府
歯
科
医
師

国
保
組
合
北
区
北
支
部
総
会
が

行
わ
れ
、
坂
本
光
伸
支
部
長
よ

り
会
務
報
告
が
な
さ
れ
た
。

□HP
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学
術
講
演
会

「
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
・
Ｓ
Ｐ
Ｔ
・
口
腔
ケ
ア
・

　
　

力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
最
新
情
報
」

　

二
月
一
六
日（
日
）ブ
リ
ー
ゼ
プ

ラ
ザ
七
階
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
内
山
茂

先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、学

術
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本

会
は
、北
区
会
員
お
よ
び
そ
の
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
ら
ず
、他
支
部
か

ら
の
事
前
参
加
申
し
込
み
も
数

多
く
、最
終
的
に
は
二
八
五
名
と
、

当
初
予
定
の
定
員
を
大
幅
に
上

回
る
盛
況
ぶ
り
で
、当
日
は
人

と
熱
気
で
溢
れ
ん
ば
か
り
の
会

場
と
な
っ
た
。
内
山
先
生
は
、所

沢
市
で
約
三
〇
年
開
業
医
と
し

て
地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
て
い

た
が
、昨
年
か
ら
は
東
京
を
拠

点
と
し
、全
国
で
の
講
演
活
動

を
中
心
に
、教
育
者
と
し
て
精

力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。

【
炎
症
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
】

　

歯
周
治
療
に
お
い
て
は
、継
続

し
た
炎
症
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
原

則
で
あ
る
が
、様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
り
、正
解
は
一つ
で
は
な
い
。

（
以
下
、ポ
イ
ン
ト
ま
と
め
）

・
セ
ル
フ
ケ
ア
を
成
功
さ
せ
る

に
は
、
あ
ま
り
厳
し
い
指
導

は
さ
け
て
、や
さ
し
く
褒
め
て

か
ら
の
指
導
が
効
果
的
で
あ

り
、言
葉
と
心
と
技
を
用
い

る
べ
き
で
あ
る
。

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど
、患

者
に
対
し
て
何
度
も
繰
り
返

し
て
お
伝
え
す
る
こ
と
は
、プ

ロ
の
仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
、根
気
よ
く
続
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
研
磨
ペ
ー
ス
ト
は
、で
き
る
だ

け
粒
子
の
細
か
い
も
の
か
ら

選
択
す
る
。

・
Ｓ
Ｐ
Ｔ
へ
移
行
す
る
と
い
う
こ

と
は
、歯
石
が
完
全
に
除
去

さ
れ
、咬
合
治
療
も
終
了
し
、

さ
ら
に
セ
ル
フ
ケ
ア
が
確
立

し
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
い

う
の
が
前
提
で
あ
る
。
妥
協

的
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
患
者
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
、歯
周
治
療

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
な

い
歯
科
医
院
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

・
Ｓ
Ｐ
Ｔ
で
重
要
な
こ
と
は
、歯

肉
縁
上
の
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
ケ
ア

で
あ
り
、多
く
の
シ
ス
テ
マ
テ

ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
に
裏
付
け
ら

れ
た
根
拠
が
あ
る
。
歯
肉
縁

下
を
触
る
場
合
は
、繊
細
な

エ
キ
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
で
触
知
し
、

細
く
ヘ
ッ
ド
の
小
さ
な
ス
ケ
ー

ラ
ー
を
用
い
る
。

・
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
を
用
い

る
場
合
、細
い
チ
ッ
プ
・
弱
い
パ

ワ
ー
・
泡（
酸
素
）を
沢
山
送

り
込
む
こ
と
で
、
細
菌
の
好

む
嫌
気
的
環
境
を
少
し
で
も

変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
浸
潤
麻
酔
は
で
き
る
だ
け
使

用
し
な
い
。
来
院
の
度
に
麻

酔
を
さ
れ
る
と
、患
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、来
院

が
途
絶
え
る
こ
と
が
多
い
の

で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

・
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
と
い
う
観
点
か
ら
す

れ
ば
、短
期
間
で
一
気
に
歯
石

を
除
去
す
る
こ
と
が
正
し
い

と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

功
を
焦
っ
て
炎
症
の
強
い
時

期
に
、
患
者
に
不
快
な
思
い

を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
喫
煙

や
生
活
習
慣
と
い
っ
た
リ
ス
ク

　

平
成
二
六
年
四
月
一
日
、
か

ね
て
よ
り
準
備
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
「
一
般
社
団
法
人
大
阪

北
区
歯
科
医
師
会
」
へ
の
移
行

登
記
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。何

が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、

何
が
変
わ
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

（
一
）
定
款
・
規
程
が
変
わ
り

ま
し
た
。
名
称
だ
け
で
は
な
く
、

法
人
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
の
「
一

般
社
団
法
人
」
と
な
り
、
そ
れ

に
適
し
た
定
款
を
定
め
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
ま
で
と

は
大
き
く
異
な
る
点
が
生
じ
ま

し
た
。
以
下
で
述
べ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
二
）
総
会
が
年
一
回
に
な
り

ま
し
た
。
定
時
総
会
は
六
月
に

開
催
さ
れ
る
総
会
（
通
常
）
だ

け
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
予

算
総
会
は
な
く
な
り
、
事
業
計

画
（
案
）
予
算
（
案
）
は
理
事

会
の
専
決
事
項
に
な
り
ま
し
た
。

企
業
の
株
主
総
会
の
よ
う
な
、

一
般
社
団
法
人
の
決
算
総
会
一

回
だ
け
に
な
り
ま
す
。

（
三
）
会
長
・
監
事
の
選
出
が
、

理
事
と
監
事
の
選
出
に
な
り
ま

し
た
。
会
長
は
理
事
会
の
決
議

に
よ
っ
て
理
事
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
す
。
（
大
統
領
選
挙
か
ら

首
相
指
名
に
変
わ
っ
た
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
す
）
ま
た
、
任
期

は
総
会
か
ら
総
会
ま
で
の
二
年

に
な
り
ま
す
。
本
年
四
月
か
ら

の
理
事
会
は
ど
う
な
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
定
款
の
附

則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、

高
麗
会
長
が
そ
の
ま
ま
一
般
社

団
法
人
の
会
長
（
代
表
理
事
）

に
な
り
ま
し
た
。
他
の
理
事
・

監
事
も
移
行
後
の
第
一
回
理
事

会
で
そ
の
ま
ま
理
事
・
監
事
に

な
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
一
般
社
団
法
人
と
し

て
の
理
事
・
監
事
選
挙
は
今
年

は
行
わ
れ
ず
、
来
年
の
総
会
で

行
わ
れ
ま
す
。

（
四
）
細
か
い
変
更
に
つ
い
て

は
、
規
程
に
定
め
る
と
こ
ろ
で

す
。
入
会
金
の
減
額
、
事
務
所

運
営
協
力
金
の
支
払
い
方
法
の

変
更
、
班
の
再
編
成
、
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

（
五
）
変
わ
ら
な
い
点
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。
事
務
所
の

所
在
地
を
は
じ
め
、
会
長
が
大

阪
府
歯
科
医
師
会
の
支
部
長
（
地

区
代
表
者
に
名
称
変
更
）
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
学

術
部
、
医
療
保
険
部
、
地
域
医

療
部
、
広
報
部
、
医
療
管
理
部
、

福
祉
部
、
の
活
動
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
福
祉
に
関
す
る

公
益
活
動
と
、
会
員
相
互
の
親

睦
や
知
識
の
向
上
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
も
同
様
で
す
。
部
長

も
従
来
通
り
理
事
が
務
め
ま
す
。

　

会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
、

常
務
理
事
、
理
事
、
監
事
、
で

理
事
会
を
構
成
す
る
こ
と
も
同

じ
で
す
。
法
的
に
は
、
会
長
、

副
会
長
、
専
務
理
事
、
常
務
理

事
が
執
行
役
員
と
な
り
、
法
人

の
運
営
に
対
す
る
責
任
が
、
よ

り
明
確
に
規
程
さ
れ
ま
し
た
が
、

活
動
は
同
じ
で
す
。

　

今
年
度
も
事
業
計
画
は
、
例

年
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
行
政
の
事
業
と
の
か
か
わ

り
方
や
、
役
割
分
担
が
年
度
に

よ
っ
て
少
し
変
更
が
あ
る
く
ら

い
で
、
伝
統
と
精
神
は
変
わ
ら

な
い
「
歯
科
医
師
会
」
と
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

大
阪
府
歯
科
医
師
会
も
一
般
社

団
法
人
に
移
行
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
歯
科
医
師
会
は
、
公
益
社

団
法
人
に
移
行
い
た
し
ま
し
た

が
、
日
本
歯
科
医
師
会
―
大
阪

府
歯
科
医
師
会
―
大
阪
北
区
歯

科
医
師
会
の
三
層
構
造
は
変
わ

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様

の
「
一
般
社
団
法
人　

大
阪
北

区
歯
科
医
師
会
」
と
し
て
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ

ら
ぬ
ご
協
力
と
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
一
般
社
団
法
人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
」

 
 
 
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト

専
務
理
事 

佐
々
木

裕

四
月
一
日
よ
り

四
月
一
日
よ
り



フ
ァ
ク
タ
ー
よ
り
も
、患
者
の

来
院
が
途
絶
え
る
こ
と
の
ほ

う
が
よ
り
深
刻
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

【
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
】

　

力
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
か

ら
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
る
前
に
予
測
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。（
以

下
、ポ
イ
ン
ト
ま
と
め
）

・
力
に
よ
っ
て
急
激
に
悪
く
な

る
部
位
と
し
て
、下
顎
第
二

大
臼
歯
の
遠
心
咬
頭
と
上
顎

第
二
大
臼
歯
の
舌
側
咬
頭
が

挙
げ
ら
れ
る
。
早
期
接
触
↓

歯
牙
の
咬
耗
や
移
動
↓
辺
縁

隆
線
の
高
さ
に
変
化
↓
食
片

圧
入
↓
炎
症
性
の
要
素
↓

爆
発
的
に
炎
症
が
進
む
。こ

の
よ
う
なD

ental O
verload 

Syndrom
e

（
過
剰
負
荷
症
候

群
）で
は
、上
顎
小
臼
歯
に
も

過
大
な
咬
合
力
が
加
わ
り
、

生
活
歯
で
あ
っ
て
も
破
折
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
偏
心
運
動
時
の
早
期
接
触
の

確
認
で
は
、手
指
を
添
え
て

の
フ
レ
ミ
タ
ス（
歯
牙
の
わ
ず

か
な
動
揺
）の
チ
ェッ
ク
が
有
効
。

咬
合
調
整
量
は
、〇
・一
〜
〇
・

二
ミ
リ
程
度
に
と
ど
め
、削
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

い
る
が
、そ
の
理
由
は
、他
部

位
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た

め
で
あ
る
。

・
咬
合
性
外
傷
は
歯
周
病
の
原

因
に
成
り
え
る
か
と
考
え
れ

ば
、そ
の
答
え
は
ノ
ー
と
言
え

る
。
し
か
し
、一
旦
歯
周
病
が

進
行
し
て
い
る
状
況
下
で
、外

傷
性
の
力
が
加
わ
る
二
次
性

咬
合
性
外
傷
は
大
き
な
問

題
と
な
る
。
歯
を
揺
さ
ぶ
る

よ
う
な
力（Jiggling force

）

は
早
め
に
察
知
し
、早
急
に

咬
合
接
触
を
除
去
す
る
よ

う
な
咬
合
調
整
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、歯
科
衛

生
士
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に

お
け
る
フ
レ
ミ
タ
ス
の
チ
ェッ
ク

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
言

え
る
。

・T
ooth W

are

は
、酸
蝕
・
咬
耗
・

摩
耗
・
ア
ブ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
四

つ
に
分
類
さ
れ
、罹
患
率
は
九

七
％
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
る
が
、

治
療
の
必
要
な
患
者
は
そ
の

う
ち
の
五
・一
％
で
あ
る
。そ
れ

ぞ
れ
が
独
立
し
て
生
じ
る
訳

で
は
な
く
、い
く
つ
か
の
要
因

が
複
合
し
て
起
こ
る
こ
と
が

多
い
。

・
酢
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
摂
取
は
、

体
の
健
康
に
良
い
と
患
者
が

認
識
し
て
い
る
た
め
、発
見
が

遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。「
健

康
に
良
い
こ
と
は
何
か
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
よ
り
詳

細
に
問
診
し
て
み
る
こ
と
は

重
要
。

・
酸
蝕
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
関
係

は
文
献
的
に
明
ら
か
と
さ
れ

て
お
り
、
臨
界
Ｐ
Ｈ
を
下
回

る
状
態
で
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は

危
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
常
的
に
よ
く
口
に
す
る
よ

う
な
飲
料
は
、焼
酎
以
外
ほ

ぼ
Ｐ
Ｈ
が
低
い
の
で
、よ
く
認

識
し
て
お
く
こ
と
。

・
ア
ブ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、歯
頸

部
に
生
じ
る
応
力
集
中
に
よ

っ
て
起
こ
る
複
合
病
変
で
あ
る
。

好
発
部
位
は
頬
側
で
あ
る
が
、

舌
側
に
生
じ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、注
意
が
必
要
で
あ
る
。

隣
接
部
に
も
生
じ
る
可
能
性

は
あ
り
得
る
。
全
顎
的
な
咬

合
調
整
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

E
quilibration

（
平
衡
・
釣
り

合
い
）と
い
う
考
え
も
あ
る
。

・
ア
ブ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
一
旦
セ
メ

ン
ト
質
に
生
じ
て
し
ま
っ
た

場
合（
セ
メ
ン
ト
質
剥
離
）、そ

の
予
後
は
極
め
て
不
良
で
あ

る
と
言
え
る
。
上
顎
中
切
歯
・

下
顎
小
臼
歯
な
ど
、歯
根
断

面
が
丸
い
歯
牙
に
は
特
に
注

意
を
有
す
る
。

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
所
見
で
歯
根
破

折
と
く
に
垂
直
破
折
が
生
じ

た
場
合
に
お
い
て
も
、す
ぐ
に

抜
歯
を
す
る
必
要
が
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、原
則

は
抜
歯
で
あ
る
。歯
牙
破
折
は
、

歯
科
医
師
側
か
ら
す
れ
ば
病

気
で
あ
る
が
、患
者
か
ら
す

れ
ば
健
康（
主
観
的
健
康
）と

判
断
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く

な
い
。
丁
寧
な
咬
合
の
管
理

を
す
る
こ
と
で
、垂
直
破
折

を
生
じ
た
歯
で
も
保
存
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、臨
床

医
と
し
て
は
、患
者
の
信
頼

を
得
る
と
い
う
点
で
、重
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
歯
肉

縁
下
の
破
折
部
に
対
し
て
、

全
帯
環
コ
ア
を
用
い
た
リ
カ
バ

リ
ー
も
一つ
の
良
い
方
法
で
あ

る
。

・
歯
根
破
折
の
予
防
に
関
し
て
、

フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
の
利
用
も

有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、フ
ェ

ル
ー
ル
が
な
い
症
例
に
お
い
て

は
、い
く
ら
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト

で
あ
っ
て
も
予
後
は
悪
く
、象

牙
質
接
着
に
過
剰
な
期
待

は
禁
物
で
あ
る
。

　

講
演
の
最
後
は
、内
山
先

生
が
現
在
最
も
関
心
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
、全
身
疾

患
と
の
関
係
（Periodontal 

m
edicine

）に
関
す
る
内
容

で
あ
っ
た
。（
以
下
ポ
イ
ン
ト

ま
と
め
）

・
口
腔
内
細
菌
は
、上
皮
の
欠

落
が
生
じ
、血
管
が
露
出
し

た
潰
瘍
部
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

内
部
）か
ら
容
易
に
進
入
す

る
と
さ
れ
、Periodontal 

m
edicine

は
近
年
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。口
腔

ケ
ア
の
重
要
性
は
米
山
先
生

の
誤
嚥
性
肺
炎
に
関
す
る
論

文（
ラ
ン
セ
ッ
ト
掲
載
）に
お
い

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

・
有
名
な
歌
舞
伎
俳
優
が
、術

後
の
合
併
症（
誤
嚥
性
肺
炎
）

で
死
去
し
た
こ
と
か
ら
も
、

と
く
に
周
術
期
に
お
け
る
口

腔
ケ
ア
の
重
要
性
は
極
め
て

高
い
と
言
え
る
。一
般
医
科
に

お
い
て
、口
腔
衛
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、未
だ
明
確
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
存
在
せ
ず
、今

後
よ
り
一
層
歯
科
か
ら
の
働

き
か
け
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

・
周
術
期
の
口
腔
ケ
ア
が
広
ま

ら
な
い
理
由
と
し
て
、メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
認
識
不
足
と
、

質
の
高
い
口
腔
ケ
ア
を
行
え

る（
指
導
で
き
る
）デ
ン
タ
ル
ス

タ
ッ
フ
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

内
山
先
生
が
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
を
最

初
に
提
唱
し
た
時
代
は
、様
々

な
批
判
も
あ
っ
た
が
、
今
や
歯

科
治
療
に
お
い
て
一つ
の
大
き
な

概
念
と
し
て
定
着
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、本
講
演
最
後
の
ト
ピ
ッ

ク
で
あ
っ
た
周
術
期
医
療
で
も
、

近
い
将
来
歯
科
の
重
要
性
は
ま

す
ま
す
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、歯
科
が
継

続
的
な
C
a
r
e

を
軸
と
し

た
医
療
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

（
学
術
部
・
奥
野
幾
久
）

ほ　く　し（３） 第２０８号

H26.2.4

　

二
月
四
日
（
火
）
午
後
六
時

よ
り
大
阪
東
急
イ
ン
に
お
い
て

税
務
申
告
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
西
理
事
の
司
会
で
、
高
麗

会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
北
税

務
署
の
番
匠
副
署
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
山
中
個
人
課
税
第
一
統

括
官
と
藤
本
資
産
課
税
統
括
官

に
よ
り
（
一
）
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の

説
明
（
二
）
確
定
申
告
の
留
意

事
項
（
三
）
誤
り
や
す
い
事
例

（
四
）
平
成
二
五
年
度
税
制
改

正
点
（
五
）
資
産
税
の
留
意
事

項
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て
は
、

国
税
庁
の
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
普
及
が
あ

る
程
度
進
ん
だ
と
の
判
断
に
よ

り
税
額
控
除
の
優
遇
措
置
が
廃

止
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
情
報

は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
提
供
し
て
い
る
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
大
塚
副
会
長
か
ら
の

挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
二
〇
人
で
し
た
。

（
担
当
理
事
・
大
西
秀
威
）

税
務
申
告
説
明
会
開
催

□HP



ほ　く　し （４）第２０８号

〈
平
成
25
年
度
入
会
〉

8
班
・
中
西　

秀
郎

（
大
歯
大
・
平
成
十
三
年
卒
）

（
診
）
新
阪
急
歯
科
診
療
所

 
 
 

梅
田
二
ー
一ー
一
四
梅
田

 
 
 

二
丁
目
阪
神
ビ
ル
四
Ｆ

　

電　

六
三
四
五
ー
四
四
一
三

　

Ｆ　

六
三
四
五
ー
四
四
一
三

〈
二
〇
一
四
年
度
入
会
〉

1
班
・
大
月　

基
弘

（
広
島
大
・
平
成
十
一
年
卒
）

（
診
）（
医
）晴
和
会
牛
窪
歯
科

 
 
 

Ｄ
Ｕ
Ｏ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
 
 

中
之
島
三
ー
三
ー
三

 
 
 

中
之
島
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一Ｆ

1
班
・
森　

悠
衣

（
大
歯
大
・
平
成
一
四
年
卒
）

（
診
）
住
友
病
院

 
 
 

中
之
島
五
ー
三
ー
二
〇

　

電　

六
四
四
三
ー
一
二
六
一

　

Ｆ　

六
四
四
四
ー
三
九
七
五

6
班
・
玉
置　

彩

（
大
阪
大
・
平
成
十
二
年
卒
）

（
診
）
彩
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ジ
オ

 
 
 

中
崎
西
二
ー
六
ー
六
ー
一Ｆ

　

電　

四
八
〇
二
ー
〇
〇
三
一

　

Ｆ　

四
八
〇
二
ー
〇
〇
三
一

8
班
・
吉
見　

二
朗

（
大
歯
大
・
平
成
二
十
一
年
卒
）

（
診
）
ミ
ナ
ミ
デ
ン
タ
ル
デ
ザ

　
　
　

イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
梅
田

 
 
 

梅
田
二
ー
二
ー
二
十
二

 
 
 

ハ
ー
ビ
ス
エ
ン
ト
六
Ｆ

　

電　

六
三
四
五
ー
八
二
一
四

　

Ｆ　

六
三
四
五
ー
八
二
四
一

新
入
会
員

平成25年度・北歯ゴルフ同好会秋季コンペ再戦成績
RANK

優勝
準優勝

3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位
11位
12位
13位
ＢＢ
ＢＭ

44
42
44
45
40
61
52
48
49
54
55
53
54
70
49

38
42
43
44
44
54
47
48
51
50
51
53
59
62
63

82
84
87
89
84
115
99
96
100
104
106
106
113
132
112

13
15
16
15
9
36
18
13
16
18
20
18
25
36
15

69
69
71
74
75
79
81
83
84
86
86
88
88
96
97

7
10
14

37
16

NAME OUT IN GROSS HCP NET 次回HCP

吉 崎 恵 忠
田 中 康 隆
野 口 秀 夫
橋 本 　 收
吉 田 　 皓
中 谷 　 勝
大 塚 俊 裕
橋 本 哲 志
西 川 　 亨
高 麗 誠 紀
岡 田 修 二
大 塚 安 代
樋 口 夏 彦
水 沼 和 夫
矢 追 秀 純

………

………
………

矢追、高麗
橋本收、大塚安
野口、岡田
大塚安、水沼

ニアピン

ドラコン
ドラチョン

………
………
………
………

吉崎
矢追
西川
大塚安

ベ スグロ
大 波 賞
小 波 賞
並 び 賞

※北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、
年齢上位、女性上位の順で決定します。敬称略／順不同

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
秋
季
コ
ン
ペ
再
戦

H25
11.23

　

十
一
月
二
十
三
日
（
土
・
祝
）

に
北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
秋
季

コ
ン
ペ
再
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
回
九
月
一
日
に
雷
雨
中

断
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
再
度
、

矢
追
先
生
の
御
厚
意
に
よ
り
西

宮
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
リ
ベ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
当
日
の
天
候
も
問
題
な

く
プ
レ
ー
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
一
五
名
で
、

吉
崎
恵
忠
先
生
、
田
中
康
隆
先

生
と
も
に
同
ネ
ッ
ト
の
六
九
で

し
た
が
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

上
位
の
吉
崎
先
生
が
初
優
勝
と

な
り
、
田
中
先
生
は
惜
し
く
も

準
優
勝
、
そ
し
て
三
位
は
野
口

秀
夫
先
生
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。　

（
樋
口
夏
彦
記
）

平成26年度・北歯ゴルフ同好会春季コンペ成績
RANK

優勝
準優勝

3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位
11位
12位
ＢＢ
ＢＭ

38
48
49
42
51
43
51
55
47
47
46
61
50
63

36
44
42
45
47
47
45
55
48
53
57
62
48
54

74
92
91
87
98
90
96
110
95
100
103
123
98
117

7
18
15
10
18
9
15
29
13
16
18
37
9
20

67
74
76
77
80
81
81
81
82
84
85
86
89
97

1
15
14

21

NAME OUT IN GROSS HCP NET 次回HCP

吉 崎 恵 忠
大 塚 俊 裕
土 岐 一 仁
田 中 康 隆
高 麗 誠 紀
松 井 重 文
橋 本 　 収
黒 川 森 夫
橋 本 哲 志
西 川 　 享
大 塚 安 代
水 沼 和 夫
吉 田 　 皓
黒 川 晃 夫

………
………
………

吉崎、松井
土岐、橋本
田中、黒川森
吉崎

ニアピン
ドラコン
ドラチョン
ベ スグロ

………
………
………

大塚安
水沼
黒川森

大 波 賞
小 波 賞
並 び 賞

※北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、
年齢上位、女性上位の順で決定します。敬称略／順不同

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
春
季
コ
ン
ペ

H26
4.13

　

四
月
十
三
日
（
日
）
に
北
歯

ゴ
ル
フ
同
好
会
の
春
季
コ
ン
ペ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ペ

に
参
加
さ
れ
た
先
生
方
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
当
日
は

曇
り
が
ち
の
天
気
で
、
少
し
肌

寒
い
日
で
し
た
。
参
加
者
は
メ

ン
バ
ー
九
名
、
ビ
ジ
タ
ー
五
名

の
合
計
一
四
名
で
、
吉
崎
恵
忠

先
生
が
前
回
に
続
い
て
連
続
優

勝
、
大
塚
俊
裕
先
生
が
二
位
、

土
岐
一
仁
先
生
が
三
位
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
秋
季
コ
ン
ペ
は
一
〇

月
五
日
（
日
）
に
伏
尾
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
て
開
催
予
定
で
す
。

奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
ゴ
ル
フ
同

好
会
へ
の
入
会
を
希
望
さ
れ
る

先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
土

岐
一
仁
先
生
ま
で
ご
連
絡
お
願

い
致
し
ま
す
。
（
樋
口
夏
彦
記
）
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平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
八
日
死
去

　

御
略
歴

昭
和
三
年
九
月

京
都
府
に
生
ま
れ
る

昭
和
一
五
年
四
月

大
阪
府
天
王
寺
中
学
入
学

昭
和
二
〇
年
三
月

大
阪
府
天
王
寺
中
学
卒
業

昭
和
二
〇
年
四
月

大
阪
歯
科
医
学
専
門
学
校
入
学

昭
和
二
五
年
三
月

大
阪
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒
業

昭
和
二
五
年
四
月

大
阪
大
学
歯
学
部
歯
科
補
綴
学

第
一
教
室
入
局

昭
和
三
九
年
一
〇
月

大
阪
市
北
区
開
業

 

一
四
年
勤
め
て
い
た
大
阪
大

学
歯
学
部
を
辞
職
し
、
昭
和
三

九
年
に
大
阪
地
方
裁
判
所
の
中

で
六
人
部
歯
科
診
療
所
を
開
業

し
ま
し
た
。
当
時
は
患
者
数
が

多
く
、
昼
食
が
一
九
時
頃
、
夕

食
は
〇
時
を
回
る
と
い
う
生
活

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
体
に
悪

い
と
い
う
こ
と
で
、
昼
休
み
を

三
〇
分
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

 

裁
判
所
の
建
て
替
え
工
事
に

伴
い
、
筋
向
か
い
の
ビ
ル
に
テ

ナ
ン
ト
を
借
り
、
昭
和
四
八
年

新
た
に
六
人
部
歯
科
診
療
所
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

 

毎
朝
、
始
発
で
診
療
所
に
向

か
い
、
六
時
前
か
ら
夕
方
四
時

ま
で
診
療
に
従
事
し
、
そ
の
後

は
ほ
と
ん
ど
全
て
の
技
工
を
行

う
こ
と
か
ら
帰
宅
時
間
は
〇
時

前
後
と
い
う
生
活
ス
タ
イ
ル
で

し
た
。
で
す
の
で
、
私
は
小
さ

い
頃
か
ら
平
日
父
と
夕
食
を
共

に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

 

中
学
生
の
頃
、
当
時
絵
を
描

く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
将
来
画
家
に
な
り
た
い
と

何
気
な
く
話
し
た
と
き
に
、
「
絵

が
上
手
い
人
間
は
沢
山
い
る
け

ど
、
上
手
い
だ
け
で
は
食
っ
て

い
け
な
い
。
」
と
言
わ
れ
、
好

き
な
こ
と
は
趣
味
の
範
囲
に
と

ど
め
て
お
こ
う
と
思
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

 

父
か
ら
は
、
一
度
も
歯
科
医

に
な
れ
と
言
わ
れ
た
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
歯
科
医

の
家
庭
に
生
ま
れ
た
以
上
、
母

親
は
レ
ー
ル
に
乗
せ
よ
う
と
必

死
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
（
笑
）
。
で
す
が
、
歯
科

の
道
を
志
し
、
歯
科
医
に
な
っ

た
時
は
さ
ぞ
嬉
し
か
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
駆
け
出
し
の

頃
は
週
末
も
家
で
夕
飯
を
食
べ

る
こ
と
も
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
た
ま
に
父
と
夕
食

を
共
に
し
て
い
る
際
、
臨
床
の

質
問
を
す
る
と
、
絵
に
描
き
な

が
ら
事
細
か
な
教
え
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
父
と
の

会
話
は
仕
事
の
話
し
が
中
心
に

な
り
ま
し
た
。

 

ビ
ー
ル
を
一
本
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
、
仕
事
の
話
に
没
頭
し
、

「
お
え
っ
、
も
う
一
本
ビ
ー
ル
！
」
、

「
も
う
一
本
！
！
」
と
酒
も
進

み
、
息
子
と
仕
事
の
話
を
し
な

が
ら
呑
む
ビ
ー
ル
は
さ
ぞ
か
し

美
味
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

 

我
が
子
と
仕
事
の
話
を
肴
に

酒
が
飲
め
る
の
は
、親
と
し
て
最

高
の
気
分
だ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
眼
が
生
き
生
き
と
輝

い
て
本
当
に
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

 

私
か
ら
の
一
方
的
な
質
問
ば

か
り
で
は
な
く
、
父
か
ら
の
新

し
い
材
料
に
関
し
て
質
問
さ
れ

（
大
学
病
院
に
は
、
常
に
最
新

の
材
料
が
い
ち
早
く
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
）
、
こ
れ
は
良
い
と

思
う
も
の
を
紹
介
す
る
と
早
速

購
入
し
、
「
良
い
材
料
を
教
え

て
く
れ
て
有
り
難
う
。
あ
れ
は

良
い
わ
！
」
と
、
昔
な
が
ら
の

材
料
、
手
法
に
固
執
せ
ず
、
柔

軟
性
の
あ
る
父
に
驚
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

 

父
自
身
、
大
学
に
一
四
年
在

籍
し
て
お
り
、
大
学
の
居
心
地

の
良
さ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
早
く
大
学
を
退
局
さ
せ
て

一
緒
に
開
業
し
た
い
気
持
ち
は

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に
、
一
言
も

催
促
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

 

し
か
し
、
自
分
が
開
業
す
る

な
ら
ば
こ
の
よ
う
に
し
た
い
と

自
分
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く

よ
う
に
な
り
、
結
局
父
と
は
別

に
開
業
す
る
こ
と
に
な
り
、
父

の
夢
を
ぶ
ち
壊
す
結
果
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

裏
切
ら
れ
た
愚
息
が
許
せ
な

か
っ
た
の
か
、
生
前
私
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
見
に
来
る
こ
と
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父

に
与
え
た
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を

思
う
と
後
悔
の
念
が
尽
き
ま
せ

ん
。

 

昨
年
（
平
成
二
五
年
）
春
頃

よ
り
食
欲
が
な
く
な
り
、
体
重

が
急
に
減
少
し
始
め
た
こ
と
か

ら
内
科
を
受
診
し
、
胃
カ
メ
ラ

検
査
で
胃
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。

 

受
診
し
た
内
科
医
か
ら
阪
大

病
院
を
紹
介
さ
れ
、
精
密
検
査

を
行
っ
た
際
、
胃
幽
門
部
の
癌

と
左
肺
下
葉
に
も
小
さ
な
陰
影

が
あ
り
ま
し
た
が
、
年
齢
を
考

え
て
今
す
ぐ
に
処
置
す
る
必
要

は
な
い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
、

肺
の
病
巣
は
経
過
観
察
と
し
ま

し
た
。

 

白
い
巨
塔
を
見
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
肺
の
陰
影
に
関

し
て
は
少
し
気
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
人
は
肺
に
関
し
て
は
処

置
を
拒
み
ま
し
た
の
で
、
そ
っ

と
し
て
お
き
ま
し
た
。 

 

呼
吸
器
科
の
先
生
は
、
入
院

後
に
肺
の
精
密
検
査
を
考
え
て

お
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
肺
の

精
密
検
査
は
相
当
辛
い
よ
う
で
、

父
自
身
精
密
検
査
も
拒
否
す
る

と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

 

当
初
父
は
、
仕
事
が
出
来
な

く
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
胃
の
手

術
も
拒
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

幽
門
部
の
癌
で
し
た
の
で
、
こ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
仕
事
は
も

と
よ
り
、
水
も
飲
め
な
く
な
る

可
能
性
が
高
い
と
主
治
医
か
ら

説
明
を
受
け
、
手
術
を
受
け
る

こ
と
を
了
承
し
ま
し
た
。

 

前
日
ま
で
患
者
さ
ん
の
後
始

末
を
し
、
八
月
二
八
日
に
入
院
、

九
月
三
日
に
内
視
鏡
で
胃
の
ほ

ぼ
全
摘
出
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

　

手
術
は
無
事
に
成
功
し
、
翌
々

日
か
ら
歩
行
訓
練
、
術
後
四
日

後
か
ら
少
し
水
も
飲
め
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
あ
と
二
日
後
か

ら
食
事
が
再
開
す
る
と
順
調
に

回
復
し
て
お
り
ま
し
た
。

 

と
こ
ろ
が
、
術
後
六
日
目
に

突
然
腹
痛
と
腹
部
膨
満
感
を
自

覚
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
腸
炎
が
疑
わ

れ
ま
し
た
が
、
血
圧
が
六
〇
／

三
〇
と
貧
血
状
態
に
陥
り
、
Ｃ

Ｔ
検
査
で
腹
腔
内
に
出
血
が
見

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
阪
大
の

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
緊

急
オ
ペ
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
時
、
覚
悟
を
決
め
て
待

合
い
に
い
る
辛
さ
は
図
り
し
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

 

Ｃ
Ｔ
の
検
査
結
果
の
時
刻
が

二
十
一
時
頃
だ
っ
た
た
め
、
消

化
器
外
科
の
ス
タ
ッ
フ
二
〇
名

ほ
ど
で
対
応
頂
き
、
何
と
か
一

命
は
取
り
留
め
ま
し
た
。
そ
の

後
の
主
治
医
か
ら
の
説
明
に
よ

る
と
、
消
化
液
の
漏
れ
か
ら
動

脈
が
破
裂
し
、
総
出
血
量
が
五

〇
〇
〇
cc
と
聞
き
、
愕
然
と
し

ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
父
の
血

液
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
輸
血
で
フ
ォ
ロ
ー
・
・
・

 

年
齢
を
考
え
る
と
、
心
肺
停

止
も
や
む
を
得
な
い
、
少
な
く

と
も
脳
に
は
障
害
が
残
る
か
も

し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

ご
本
人
の
生
命
力
の
強
さ
は
ま

さ
に
奇
跡
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を

頂
き
ま
し
た
。

 

そ
れ
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
集
中

管
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
の

ま
ま
体
力
勝
負
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、
脾
臓
か
ら
の

出
血
、
膵
臓
か
ら
の
出
血
と
立

て
続
け
に
合
併
症
に
み
ま
わ
れ
、

結
局
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
三
〇
日
ほ
ど
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
気
管
内
挿
管
で
話
す
こ

と
も
で
き
ず
、
瞬
き
で
父
の
様

子
、
気
分
を
見
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

 

そ
れ
で
も
仕
事
復
帰
へ
の
気

力
を
バ
ネ
に
、
一
般
病
棟
に
移

っ
て
か
ら
は
辛
い
リ
ハ
ビ
リ
に

必
死
に
耐
え
て
い
ま
し
た
。
通

常
、
七
〇
歳
を
超
え
て
三
〇
日

以
上
寝
た
き
り
の
状
態
が
続
く

と
、
立
ち
上
が
る
こ
と
も
で
き

六人部慶夫 先生（旧４班）

「
生
涯
現
役
」
を
貫
い
た
父

 
 
 

１２
班 

六
人
部
慶
彦
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な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
そ
う

で
す
が
、
歩
行
訓
練
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
、
体
力
の
強

さ
に
は
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
驚
い
て

お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

時
折
譫
言
の
よ
う
に
、
「
仕

事
が
し
た
い
！
」
と
叫
ん
だ
り
、

ベ
ッ
ド
か
ら
飛
び
起
き
て
白
衣

に
着
替
え
、
仕
事
場
に
行
く
夢

を
何
度
も
見
た
り
と
言
っ
て
い

た
こ
と
で
、
本
当
に
仕
事
が
生

き
甲
斐
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

 

で
す
が
、
肝
心
の
食
欲
が
全

く
な
く
、
今
欲
し
い
物
は
？
と

の
問
い
か
け
に
も
、
「
食
欲
・
・
・
」

と
涙
な
が
ら
に
訴
え
て
い
た
と

き
は
、
家
族
と
し
て
も
本
当
に

辛
く
、
耐
え
難
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

 

昔
か
ら
太
っ
て
い
る
父
し
か

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
常
に

食
欲
は
あ
り
得
な
い
ほ
ど
旺
盛

で
し
た
か
ら
・
・
・
。
八
〇
を

過
ぎ
て
も
食
事
に
誘
う
と
焼
き

肉
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
ま
し
た

し
・
・
・

 

父
自
身
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

食
欲
が
な
く
な
る
こ
と
が
相
当

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
皆
か
ら
励
ま
さ
れ
て
、
食
べ

な
あ
か
ん
の
は
分
か
る
ん
や
け

ど
、
食
べ
ら
れ
ん
の
や
・
・
・
」

と
、
情
け
な
い
よ
う
に
呟
い
て

お
り
ま
し
た
。

 

そ
れ
で
も
家
族
で
必
死
に
励

ま
し
な
が
ら
、
僅
か
な
が
ら
食

べ
る
こ
と
が
出
来
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
し
た
が
順
調
に
回

復
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。

 

十
二
月
に
入
り
、
阪
大
で
は

こ
れ
以
上
処
置
を
す
る
こ
と
が

な
い
か
ら
と
の
理
由
で
、
主
治

医
か
ら
転
院
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
肺
の
病

巣
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
事
実

を
知
り
ま
し
た
。

 

や
は
り
、
白
い
巨
塔
か
・
・
・

と
頭
を
過
ぎ
り
ま
し
た
。

 

こ
の
ド
ラ
マ
は
胃
の
主
病
巣

を
手
術
し
た
こ
と
で
、
肺
の
転

移
巣
が
増
殖
し
死
に
至
る
と
い

う
実
話
で
し
た
。

 

結
局
、
彩
都
友
紘
会
病
院
に

転
院
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
阪

大
病
院
と
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
が

違
い
す
ぎ
る
（
阪
大
病
院
で
は

看
護
士
さ
ん
達
に
本
当
に
よ
く

し
て
頂
き
ま
し
た
）
こ
と
か
ら
、

メ
ン
タ
ル
面
で
落
ち
込
み
、
食

事
は
も
と
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
も
拒

み
、
日
に
日
に
窶
れ
て
い
く
父

を
見
る
の
は
本
当
に
辛
か
っ
た

で
す
。

 

そ
れ
で
も
、
も
う
一
度
絶
対

に
白
衣
を
着
て
貰
う
か
ら
頑
張

ろ
う
と
励
ま
し
、
何
と
か
リ
ハ

ビ
リ
、
食
事
と
少
し
ず
つ
回
復

し
か
け
て
お
り
ま
し
た
。
無
事

に
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

一
月
四
日
に
は
外
出
許
可
を
頂

き
、
久
し
ぶ
り
に
家
へ
戻
り
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
何
も
食
べ

ら
れ
ず
、
寂
し
そ
う
に
横
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
と
姪
（
孫
）

が
ず
っ
と
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

し
て
気
持
ち
を
ほ
ぐ
そ
う
と
努

力
し
ま
し
た
。
「
極
楽
や
な
ァ

〜
素
晴
ら
し
い
家
族
に
囲
ま
れ

て
幸
せ
や
〜
」
と
し
み
じ
み
と

発
し
た
言
葉
に
、
涙
ぐ
み
・
・
・

癌
を
憎
み
ま
し
た
。 

 

「
今
ま
で
家
族
の
た
め
、
患

者
の
た
め
に
一
生
懸
命
仕
事
を

し
て
き
た
の
に
、
ど
う
し
て
こ

ん
な
罰
が
当
た
る
ん
や
〜
」
と

涙
な
が
ら
に
訴
え
ら
れ
た
と
き

は
、
こ
ち
ら
も
気
持
ち
が
折
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
月
二
七
日
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
、

両
肺
に
無
数
の
癌
転
移
、
リ
ン

パ
節
、
肝
臓
、
皮
膚
、
脳
と
あ

ら
ゆ
る
箇
所
に
癌
が
広
が
り
、

も
う
長
く
は
な
い
と
主
治
医
か

ら
連
絡
を
受
け
、
八
五
歳
と
い

う
高
齢
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ど
う
し
て
こ
れ
程
ま
で
に

急
速
に
癌
が
広
が
る
の
か
と
言

葉
を
失
い
ま
し
た
。
や
は
り
白

い
巨
塔
と
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
、

訴
え
よ
う
と
も
考
え
ま
し
た
。

 

各
臓
器
に
転
移
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
闘
病
中
、
父

自
身
痛
み
を
全
く
感
じ
な
か
っ

た
の
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
し

た
。

　

Ｃ
Ｔ
検
査
の
翌
日
の
二
八
日
、

昼
頃
か
ら
意
識
が
な
く
な
り
主

治
医
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
我
々

家
族
全
員
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

二
〇
時
半
頃
容
態
が
安
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
父
の
顔
色
を

伺
い
な
が
ら
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で

家
族
全
員
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
を
食

し
、
皆
が
食
べ
終
わ
る
の
を
待

っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
心
肺
が

停
止
し
、
家
族
揃
っ
て
見
守
る

中
、
苦
し
む
こ
と
な
く
、
二
十

一
時
三
分
に
静
か
に
息
を
引
き

取
り
ま
し
た
。

 

最
期
の
最
期
ま
で
、
家
族
に

気
を
遣
っ
て
い
た
父
が
哀
れ
で

し
た
。

 

父
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
、

「
息
子
と
一
緒
に
開
業
！
」
を

叶
え
て
や
れ
な
か
っ
た
申
し
訳

な
さ
が
常
に
付
き
ま
と
っ
て
い

ま
す
。

 

姉
の
発
案
で
、
自
宅
か
ら
葬

儀
場
に
向
か
う
途
中
、
父
が
最

も
戻
り
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
診

療
所
の
前
を
通
ろ
う
と
決
め
ま

し
た
と
こ
ろ
、
父
の
医
院
の
ス

タ
ッ
フ
の
御
配
慮
に
て
患
者
さ

ん
に
声
を
か
け
て
頂
き
、
診
療

所
の
前
に
は
、
五
〇
名
あ
ま
り

の
患
者
さ
ん
方
が
お
運
び
下
さ

れ
、
そ
の
光
景
を
見
た
と
き
に

も
ま
た
号
泣
（
汗
）
。
喪
主
と

し
て
の
ご
挨
拶
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で

し
た
（
汗
）
。

 

息
子
に
裏
切
ら
れ
、
仕
事
復

帰
が
か
な
わ
な
か
っ
た
無
念
さ

は
計
り
知
れ
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
多
く
の

患
者
さ
ん
が
最
後
に
お
見
送
り

に
来
て
頂
い
た
こ
と
で
、
父
も

心
よ
り
感
謝
し
つ
つ
旅
立
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

 

歯
科
医
師
と
患
者
と
い
う
関

係
を
遙
か
に
超
え
た
父
の
人
柄

に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
、
改
め

て
父
の
偉
大
さ
を
知
り
ま
し
た
。

誇
り
に
思
い
ま
す
。

 

父
は
昔
か
ら
、
「
仕
事
が
で

き
な
い
身
体
に
な
っ
た
と
き
は

延
命
治
療
だ
け
は
絶
対
に
せ
ん

と
い
て
や
！
恨
む
で
」
と
よ
く

言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

仕
事
が
唯
一
の
生
き
甲
斐
で
あ

る
こ
と
、
家
族
に
迷
惑
を
か
け

た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
強
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
年
が
明
け
て
か
ら
の
父
の

様
子
を
見
て
い
る
と
、
と
て
も

仕
事
復
帰
は
無
理
か
も
し
れ
な

い
と
本
人
だ
け
で
な
く
私
自
身

感
じ
ま
し
た
の
で
、
苦
し
ま
な

い
時
期
に
逝
け
た
の
は
良
か
っ

た
と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

 

精
一
杯
我
々
家
族
の
た
め
に

働
い
て
く
れ
ま
し
た
。
歯
科
医

師
と
し
て
の
仕
事
が
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
好
き
だ
っ
た
父
は
、
男

と
し
て
幸
せ
だ
っ
た
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

好
き
な
釣
り
で
も
し
な
が
ら
、

安
ら
か
に
ゆ
っ
く
り
眠
っ
て
頂

く
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。 

　

最
後
に
心
に
残
る
父
の
言
葉

を
記
し
ま
す
。

「
天
狗
に
な
る
な
！
」

「
器
用
不
器
用
の
差
は
大
し
た

こ
と
で
は
な
い
。
努
力
し
た
者

が
勝
ち
！
」

「
同
業
者
に
見
ら
れ
て
も
恥
ず

か
し
く
な
い
仕
事
を
！
」

「
臨
床
は
理
屈
や
な
い
、
数
や
！
」

合
掌

　

法
人
移
行
後
第
一
回
目
の
ほ

く
し
発
行
で
す
。
（
広
報
部
）

編
集
後
記

　

実
川
麻
里
と
申
し
ま
す
。
三

十
年
間
、
事
務
所
を
支
え
て
来

ら
れ
た
石
田
さ
ん
の
後
任
と
し

て
は
不
慣
れ
な
点
が
多
く
、
先

生
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
七
月
よ
り

事
務
所
の
受
付
時
間
が
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時
三
十

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
事
務
局
員
の
紹
介

実川麻里（じつかわまり）

　

先
号（
二
〇
七
号
）記
事
中
、内

容
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。訂
正

お
詫
び
致
し
ま
す
。（
広
報
部
）

三
枚
目
六
段
目
十
一
行
目

×（
十
一
月
一
八
日
生
）↓
○（
十
一
月
二
十
一
日
生
）

四
枚
目
四
段
目
最
後

×
担
当
理
事
↓
○
常
務
理
事

四
枚
目
五
段
目
十
一
行
目

×
常
務
理
事
↓
○
担
当
理
事

お
詫
び
と
訂
正


	208-01.pdf
	208-02
	208-03
	208-04
	208-05
	208-06

